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高校生で起業した果物とお菓子の店、
おいしい果物でみんなを笑顔にしたい
傷があるだけで捨てられてしまう
大量の青果を何とかしたくて起業を決心

日本一おいしい果物を提供する
フルーツブランドを目指して

特
集
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経堂の店舗は親が持っていた物件を借りている。家族やまわりの人たちにサポートを
してもらえたからこそ、高校生で起業することができた。環境に恵まれたおかげだと
いう薄井さん

飴を付けることで、りんご１個まるごと
おいしく食べられてしまうから、りんご
本来の甘味を引き出すフレーバーを日々
試行錯誤している

地元である石川県の農家を支援するた
め、【能登半島地震支援】石川野菜セッ
トを『華果』のオンラインショップで販
売中

株式会社 Soffione 
代表取締役社長 薄井 華香さん

　フランチャイズ開業の
１年半後、2022年12月
に独立して、自社ブランド
『華果』を立ち上げ、り
んご飴をはじめとする果
物を使ったスイーツの専
門店をオープン。「自分
が最高においしいと思っ
た果物と、みんなが大好
きなスイーツを掛け合わ
せれば、きっとお客様に喜ばれると考えました。果物ってこんな
においしかったんだと気づいてもらえたら嬉しいですね」と薄井さ
ん。果物本来の味を評価してほしいという思いから、あえてフード
ロスをうたうのをやめ、興味をもってくれたお客様には話すように
しているそうです。また、極力お店からは廃棄物を出さないように
も心がけているとか。「その日に作ったものを売り切っているた
め、もし残ってしまったら、商店街の飲食店などに配っています。
飲食店だとお客様に出してもらえるので、食べてみた方が、おいし
かったからと言って買いに来てくださることもあるんですよ」。
　今後の展開としては、りんご飴のキッチンカーを出して、経堂
の店への集客効果につなげること。さらにキッチンカーをフラン
チャイズ化させたいといいます。「最終的な目標としては、果物な
ら『華果』で買えば絶対おいしくて間違いない、と言われるような
果物屋を目指しています。スイーツをきっかけとして果物のおいし
さを伝え、日本一おいしい果物を扱うフルーツブランドになりた
いという思いがあります」。そのために国内外の農家とたくさん
つながり、どんなに遠くても産地まで行って生産者の思いを直接

聞き、最高においしい果物を届けたいと考えて
いる薄井さん。「農家さんと、お店のスタッフと、
お客様と、関わる人すべてが笑顔になれるよう
な商品を提供できるお店をフランチャイズで増
やしていきたいですね」。

　経堂農大通り商店街にある果物とお菓子の店『華果』を経営す
る薄井華香さんは現在18歳。石川県出身で、通信制の高校入学と
同時に上京し、わずか３か月後の2021年6月に起業して高校生社
長になりました。「私の実家は70年以上続く青果の仲卸業を営ん
でいて、子どもの頃から野菜の袋詰めなどの手伝いをしていまし
た。その時にいつも目にする光景が、中身や味は問題ないのに、
傷が付いていたり、見た目が悪かったりして捨てられてしまう大量
の野菜や果物。それらを何とかしたいという思いはあったんですけ
ど、当時は何もできなくて……」。
　中学３年生で進路を決めるにあたり、地元で行きたい高校が
なかった薄井さんは、実家の仲卸業を手伝いたいと父親に相談
しましたが、東京へ行きなさいと言われたそうです。「薄井家に
は、中学を卒業したら自分の世界を広げるために家を出るという
ルールがあり、とりあえず目的もなく東京に来ました」。上京当初
はまだ起業を考えていなかった薄井さんですが、青果がどうやっ
て売られているかを見たくてスーパーでアルバイトを始めたことが
大きな転機に。「仲卸で選別して規格外の青果を大量に捨てて
出荷しているのに、スーパーでもまだ食べられるものがちょっとし
た傷があるだけで捨てられてしまう。農家で、仲卸で、スーパーで、
家庭で、どれだけ捨てられているのか考えると、今すぐ食材の廃
棄を止めるために動かないといけないと思って、起業を決心しま
した」。
　フードロスをなくしたいという思いで起業し、フルーツ大福専
門店のフランチャイズからスタート。「スーパーでの約３か月間し
か社会で働いた経験がなかったので、まずフランチャイズを通して
経営の勉強をしようと思ったんです」。薄井さんが小さな頃から親
に連れられて行き、家族のようにかわいがってもらった農家から、
規格外だけどおいしい果物を譲り受けて、フルーツ大福の製造販
売を始めました。

この記事を読んでアンケート
に答えると

果物とお菓子のお店「華果」

りんご飴サービスチケットが
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